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男女共同参画 

シンボルマーク 

問合せ先：阿見町男女共同参画センター  
〒300-0333 阿見町若栗 1886-1 中央公民館 1 階 

火曜日～日曜日   9：00～17：00 

電話・ファクシミリ   029-896-3181  

E-mail    danjokyodosankakucenter@town.ami.lg.jp 

 

  
阿見町男女共同参画社会推進講演会を開催しました 

子宮頸がん検診及び乳がん検診受診率の推移 【参加者の声】 

●検診を受診することの

大切さや早期発見、早

期治療が大事だと、心

から実感する素晴らし

い講演会でした。 

●「自分の体を大切にす

るということは、自分

の周りにいる人を大切

にするということで

す」という言葉がとて

も印象的でした。 

●がんについての正しい

知識と理解がとても大

事であるということが

よくわかりました。 

●いくつものドラマを見

せていただいたような

感慨深い講演でした。 

●ご自身の経験をありの

ままお話しくださった

ことに感動しました。 

女優、タレントで婦人科がんの患者会「よつばの会」を主宰

されている 原 千晶 氏を講師に迎え、11 月 15日に本郷

ふれあいセンターにおいて、「大切にしたい自分のからだ～2

度の子宮がんを経験して～」をテーマに阿見町男女共同参画

社会推進講演会を開催しました。 

原 氏は、30歳の時に子宮頸がん、35歳で子宮体部と頸

部にがんが見つかり手術と抗がん剤治療を受けました。その

際の闘病経験から、定期的に検診を受けること、自分の体の

異変に気づいたらきちんと受診し治療をすることの重要性を

訴えるとともに「自分の体を大切にするということは、自分の

周りにいる人も大切にするということ、その人たちを笑顔に

するということです」と力強く語ってくださいました。 

出典：内閣府 令和 7 年版 男女共同参画白書 

 

●子宮頸がんや乳がんは 5 年相対生存率が高く、早期発見が重要である 

●我が国における女性のがん検診の受診率は徐々に上昇しているものの令和 4 年

の子宮頸がん受診率は 43.6％、同じく乳がん検診受診率は 47.4％と令和元年

と同水準にとどまり、第 5 次男女共同参画基本計画における成果目標（令和 4

年度までに 50％）を達成していない 
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「女性に対する暴力をなくす運動」の取組み 

男女共同参画パネル展を開催しました

毎年 11月は茨城県男女共同参画推進月間であり、11月 12日～25日は、国の「女性に対する暴力

をなくす運動」の実施期間です。町ではこの期間に合わせ、「パートナー等に対する暴力の撲滅」をテ

ーマに「性犯罪・性暴力」「こども・若者の性被害」の状況と対応等を中央公民館のロビーにてパネル

展示し、パープルリボンツリーの飾り付けで啓発活動を実施しました。 

 

◆DV相談者の年齢・相談内容◆ 

◆令和 6年度 阿見町のDV等についての相談件数◆ 

 

世帯（世帯） 人数（人）

ＤＶ・ストーカー 39 39

児童虐待 60 117

障害者虐待 0（認定件数、現在調査中の案件を除く） 0（認定件数、現在調査中の案件を除く）

高齢者虐待
（６５歳以上）

15 15

住民票閲覧制限等 54 113

合計 168 284

相談件数
相談内容

※相談件数には、DVと認定された件数を記載しております 

⇒30代、40代の相談が多い ⇒精神的DVの相談が最も多い 



1.支出の見直しをしてみよう！ 

2.人生の 3大資金（住宅・教育・老後）は計画的に資金を管理しよう！ 

3.ライフプランを作って自分の未来を描こう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

                                                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 男女共同参画センターの事業報告 

第 3 回講座 女性のための初めての家計管理講座 

ファイナンシャルプランナーとして活躍中の内村 しづ

子氏を講師にお迎えし、10 月 4 日、中央公民館３階集会室

において「女性のための初めての家計管理講座」を開催、

23 名の方にご参加いただきました。 

「支出を減らす」視点として、住居費、生命保険費、教

育費、車両費、通信費、光熱費等の見直しポイントについ

て説明いただきました。 

人生の 3大資金と言われる、住宅資金・教育資金・老後

資金については「現状を把握し、将来を見通して計画的に

資金を管理することが重要です」とお話しいただきまし

た。 

学校では「平等」だという意見が

多いけれど、「全体として現在の

日本では」という設問では、「男

性が優遇されている」と答えてい

る人が多いね 

「さわやかフェア 2025」が 10 月 26 日に開催され、「無意識の思い込み」のパネル展示と
シールアンケートを実施し、男女共同参画の啓発活動を行いました。 
シールアンケートには 342 人が参加、家族で一問一問答えながら、その理由を話し合う姿も

見られました。 

に出展しました 

「男女の地位についてどう考えていますか？」の集計結果 ※シールアンケートより抜粋 

まとめ 
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①家庭生活では

➁職場では

③学校では

④全体として現在の日本では

女性が優遇されている 平等 男性が優遇されている

【参加者の声】 

●日々の家計管理を見直してみようと思いました 

●お金が貯まるしくみが学べて、とても参考になりました 

●今までなんとなく考えていた貯蓄のことを、しっかり考えてみようと思いました 

●「初めての」家計管理講座なので、内容がわかりやすかった 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後のセンター事業（予定） 
 イベント名 予定日 定員 場所 

パネル展 

阿見町男女共同参画社会 推進の歩み 

センターのこれまでの取組みを振り返り、これからの

男女共同参画について考えます 

1/29（木）

～2/8（日） 
― 中央公民館 

第 5 回 

講座 

捨てられなくてもスッキリ実現！片づけ講座 

「何度片づけてもすぐに散らかってしまう」「モノを捨

てられない」片づけに悩む方におすすめの講座です 

2/7（土） 20 人 中央公民館 

※予定は変更となる場合があります。詳しくは広報あみ、町ホームページ、ポスター等をご覧ください 

 

 

参加者の声 

●今後の資産形成の為にとても参考になり、今回のステップアップした講座を是非聞きたいです。 

●家計簿などで管理を「見えるか」することで、お金の不安が解消されると学びました。  

●貯まる家計をつくる方法や、NISA での非課税対策をもっと詳しく知りたいです。 

あみ・男女
ひ と

・まち・ねっとの活動報告 

 

◆出前講座を実施しました 
9月 12日、中郷東公会堂において、出前講座を実施し

ました。あみ・男女・まち・ねっとより、講師として3名が

参加、「男女共同参画～アンコンシャス・バイアス」と「一人

一人の防災対策」について、中郷東の参加者の皆さまにお

話をさせていただきました。 

参加者からは「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い

込み）について学ぶことができた」、「防災バックの大切さ

を学んだ」等の声をいただきました。 

◆さわやかフェア 2025 に出展しました 

男女共同参画の実現に向けて、「あみ・男女・まち・ねっと」の会員が講師となり、啓発活動とし

て「出前講座」を実施しています。 

老い支度のための「未来ノート」、「自分らしく今を生きる、元気で長生き 10か条」、「一人一人

の防災対策」など、身近な内容の講座です。 

費用は無料です。地域やサークルの学習会等に、ぜひご利用ください。 

申込みは随時受け付けておりますので、男女共同参画センターにお電話またはファクシミリで

お申込みください。 

あみ・男女・まち・ねっとの活動内容と出前講座の実績を

パネルで紹介しました。 

準備からシールアンケートとアンケート参加者への景品

の進呈まで、皆で協力して出展しました。 

当日はブースにたくさんの方にお越しいただきまして、

ありがとうございました。 

◆出前講座のご案内 


